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北海道生物多様性保全計画（第２次計画）の概要 
 

北海道環境生活部自然環境局自然環境課 

 

１ 計画の概要 
 
（１）性格と位置づけ等 

性  格 

○ 生物多様性の保全と持続可能な利用に関する施策の総合的、計画的な推 

進を図るための基本的な計画 

○ 生物多様性基本法に基づき国が策定する「生物多様性国家戦略」を基本 

として策定 

位置づけ 

○ 「生物多様性基本法」及び「北海道生物の多様性の保全等に関する条例」 

に基づく地域戦略 

○ 「北海道環境基本計画（第３次計画）」の生物多様性保全に関する個別

計画 

計画期間 計画策定から令和 12 年度（2030 年度）まで 

 
（２）計画のポイント 

     ○ 新たな国家戦略の目標「ネイチャーポジティブ（自然再興）の実現※」を踏まえ、生物多

様性の損失の低減と回復の増進を図ることを中期目標（2030 年）として設定。 

     ※ 自然を回復軌道に乗せるため、生物多様性の損失を止め、反転させる。 

○ 中期目標の達成に向けて、４つの基本方針と、基本方針ごとに目指すべき状態（８項目）、   

取るべき行動（19 項目）、進捗を測るための指標（55 項目）を設定。さらに、行動ごと

に関連施策（147 施策）を整理し、目標と施策のつながりを明確化。 

 

２ 構 成 
 
（１）計画の全体像 
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（２）目標実現に向けた基本方針と取組 
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（３）計画推進の仕組み 

各主体の役割 

○ 道民：多様性保全の活動への参加・協力 等 

○ 関係団体：地域の生物多様性保全をけん引 等 

○ 事業者：環境配慮、負荷をかけない事業活動 等 

○ 市町村：生物多様性保全の考え方を施策に反映 等 

○ 道：国、市町村、団体等と連携した計画の推進 等 

連携体制の構築 

○ 国：多様性保全に係る情報共有、連携 等 

○ 道庁内：施策連携、情報共有 等 

○ 市町村：圏域協議会等を通じ情報共有 等 

○ 関係団体、事業者、道民：環境道民会議等を活用した連携 等 

計画の点検評価 

及び見直し 

○ 計画の着実な推進を図るため、施策の実施状況について、毎年度作 

成する北海道環境白書で公表 

○ 計画の中間年度の令和９年度を目途に、目標の達成状況について 

中間評価 

○ 目標年度の令和 12 年度に点検評価を実施、その結果等を踏まえ、 

計画の見直し 

 


